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山崎青年団による「米吊り」

家
族
連
れ
な
ど
で
超
満
員
に

主
の
人
ガ
詰
め
掛
け
る
怠
ど
大
盛
況
で

し
だ
。内

容
は
、
泊
高
校
吹
奏
楽
部
の
パ
ン

ー
月
刊
巴
の
午
後
4
1
時
か
ら
朝
日
町
一

中
央
農
協
会
館
ホ
ー
ル
で
、
朝
日
町
ふ

る
さ
と
芸
能
祭
ガ
開
催
さ
れ
、
保
育
所
圏
…

兜
か
ら
一
般
団
体
ま
で
の
何
グ
ル
ー
プ
一
ド
演
奏
に
始
ま
り
、
佐
藤
妙
子
舞
踊
研

2
0
0人
余
り
の
人
ガ
熱
演
し
ま
し
だ
。
…
究
所
の
皆
さ
ん
の
か
れ
ん
怠
踊
り
、
各

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
芸
能
祭
実
行
委
…
地
区
青
年
団
C
よ
る
「
田
檀
唄
」

1

獅

員
会
ガ
主
催
し
て
、
朝
日
町
の
勤
労
膏
一
子
第
」
「
米
吊
り
」
な
ど
の
郷
土
芸
能
、

年
や
在
学
青
少
年
ガ
一
堂
に
会
し
、
臼
ご
一
泊
中
部
保
育
所
の
園
児
に
よ
る
か
わ
い

ろ
の
団
体
活
動
の
成
果
を
広
く
一
般
に
一
い
ド
ラ
ム
マ
ー
チ
、
大
川
都
バ
レ
エ
教

発
表
す
る
機
会
を
持
ち
、
相
互
の
友
情
一
室
の
皆
さ
ん
に
よ
る
華
や
か
な
踊
り
怠

と
親
ぼ
く
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ
だ
も
．
ど
、
多
彩
怠
発
表
ガ
繰
り
広
げ
ら
れ
、

の
。
町
で
は
初
の
試
み
で
し
た
ガ
、
一
観
客
か
ら
大
き
芯
拍
手
ガ
送
ら
れ
ま
し

会
場
は
家
族
連
れ
怠
ど

5
0
0人
以
…
た
。~ J, 

h・・ t開Tl者B~＼レエ教室の皆さんの仁花のワルツ」

． 
‘． － 



補
正
予
算
な
ど
加
議
案
を
可
決

朝
日
町
立
小
学
校
教
育
環
境
整
備
審
議
会
条
例
を
制
定

昭
和

ω年
第
7
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
（
ロ
月
）
か
ら

昭
和
的
年
第
ア
固
朝
日
町
担
会
定
例
会
は
、
会
期
を
刊
は
月
刊
日

か
ら

M
日
ま
で
の

9
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
だ
。

舎
定
例
会
で
は
、
開
会
目
の
何
日
に
昭
和
印
年
度
一
般
、
特
別

会
計
補
正
予
算
な
ど

MMm案
ガ
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明
及

び
．
案
の
細
部
説
明
ガ
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
会
腫
で
主
程
案
件
の
質
疑
を
経
て
、
所
管
の
各
常

任
餐
員
会
に
付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蚕
員
会
で
慎
重
に
書
・
さ

れ
ま
し
定
。
そ
し
て
、

M
Bの
愚
終
日
に
各
常
任
蚕
員
畏
か
ら
審

査
結
果
ガ
報
告
さ
れ
、
蚕
員
畏
報
告
に
対
す
る
質
疑
・

肘
臓
を
行

い、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
定
。

そ
の
後
、
鴎
買
の
給
与
関
係
楠
正
予
算
及
び
条
例
一
部
改
正
案

の
6
・
婁
ガ
追
加
上
程
さ
れ
、
聾
員
会
付
託
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
だ
。

・6

芝
、
政
府
関
係
機
関
に
提
出
す
る
意
見
書
の
担
員
獲
出
踊
案

可
良
質
米
奨
動
金
の
現
行
確
保
に
関
す
る
意
見
書
」
も
追
加
主
一
躍

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

怠
お
、
筒
願
3
件
、
陳
情
ア
件
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
保

択
8
件
、
不
探
択
A
l
件
、
継
続
審
査
4
1
件
の
決
定
ガ
さ
れ
ま
し
だ
。

…常
任
委
員
長
報
告
…一一
………
…

総

務

教

育

委

員

会

付
北
京
外
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ

を
必
ヒ
・
り
れ
た
い

4
仙
術
院
の
的
u
聞
の
州
刈
リ
防
H

・I
恨
の
け
1
州聞や川仁、

H

均
冶
仰
山
尚
の
針
わ
L
M
川

’n
…
品
開
．
冷
蔵
仰
の
ぷ
甲
山
な
ど
．

H
は
池

な
入
院
環
後
の
帥
H
d

倫
に
取
り
組
ま
れ

’μ
L

 

5
的
病
院
の
夕
食
時
間
か
い
す
ぎ

る
F
い
う
怠
見
か
あ
り
ま
す
勤
務

体
制
の
変
史
な
ど
．
憎
か
し
い
安
ぷ

も
あ
り
ま
す
が
‘
入
院
忠
行
の
安
引

を
ヴ
ι叩
し
、
完
成
に
努
力
さ
れ
た
い

ふ
闘
の
、
保
山
u
v附
統
ヘ
H

に
け
H

・7
泊

所
パ
ス
の
利
川
川
に
つ
い
て
』
は
．
似

台
所
統
合
と
い
｝
小
ド
払
に
W
M
’作、

m

A
宏
中
3

と
uv
嶋
市
川
‘
・
休
刊
に

l
へ
与
し

の
－v
決

L
t
L
r
か
．
他
的
地

UHr

流
地
し
な
い
よ
う
配
芯
さ
れ
た
い
と

の
吹
ザ
必
見
か
付
さ
れ
・
与
が
し
た

九州
μ
川

3
n
術
川
上
九
M
M
川
改
持
の
納

助
分
に
つ
い
て
身
体
問
川
小
抗
日
恥

n
M

Mm
に
つ
い
て
‘

社
会
悩
Mm川
体
の

F
川
品
制
限
助
に
つ
い
て
は
．
そ
れ
ぞ

れ
蜘
怠
安
中
1
E
J
A打
、
い
休
択
に
「

べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た

産

業

建

設

委

員

会

付
f
山
奈
川
け
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
版
本
の
と
わ
ね
リ
可
決
す
へ
き
し
め

と
決
し
ま
し
た

む
わ
U

．
本
町
伐
の
治
打
に
わ
れ
い
て
、

次
の
吹
叫
し
忠
弘
か
あ
け
ま
し
た

－

M

句
地
以
い
の

m
u水
温
の
断
水
に

川H
う
制桝
A
W
を
H
1
2
に’
H
ぃ．

一
日

L

H
1
い
飲
料
水
の
的
似

γ
向
け
、
災
・
心

取
リ
純
正
れ
た
い

E
内
町
と
・
川
水
町
を
創
刊
ふ
泊

m
m

H
十
制
完
成
に
向
け
、
取
リ
級
ま
れ
た

れ
以
案
の
と
ト
ね
り
吋
決
す
べ
さ
む
の

と
決
し
ま
し
た
。

な
わ
打
、
得
伐
の
泊

W
て
次
の
ゆ
弘
明

－L
V
 3

叫川心
l
M
K
ザ
仰
の
凡
川
市
に
つ
い
て
は
、

作
地
以
一
か
ら
．
会
叫
h

か
多
く
山
さ
れ
て

お
り
ま
す
か
、
ぷ
れ
か
所
に
均
衡
を

欠
い
て
い
る
い
仰
し
見
受
け
・
り
れ
、
今

後
は
山
間
部
等
の
設
置
に
向
け
‘
鋭

怠
取
り
組
ま
れ
た
い

ま
た
、
什
十
制
の
除
勺
を
迅
速
？

・
的

怖
に
行
う
な
ど
、
聞
係
仏
代
の
利
似

代
表
一－一

窓
口
比
が
あ
り
ま
し
た
。

－

斤
合
跡
地
利
川
検
バ
吾
川
会
か

ら
火
口
中
さ
れ
た
報
行
概
．勢
丹
か
A
1
定

例
会
に
徒
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
ニ
れ

を
松
本
と
し
て
、
将
米
以
唱
を
助
ψ
余

し
た
利
用
箱
策
を
早
急
に
制
し
仏
さ
れ

た
L

2

小

・
中
や
生
の
ス
ポ
ー
ツ
水
準

の
向
上
の
た
め
、
地
ぷ
の
允
夫
も
さ

る
ニ
と
な
が
ら
、

ωザ
門
知
ぷ
全
訂
し

た
術
品
吋
行
の
治
正
桁
得
が
必
袋
．小
川吋

ん
人
て
あ
り
‘
指
A
特
打
の
光
夫

・
焔
化

に
鋭
立
取
リ
組
ま
れ
た
い

3

人
さ
な
礼
会
川
町
叫
と
介
。

J

て
い

る

、
い
し
め
」
の
川
組
は
、
迅
速
に

村
山
ル
寸
る
ニ
と
に
よ
っ
て
．． 
小
ゃ
な

市
ド
叫
ほ
か
必
け
・
り
れ
る
と
号
、
え
ら
れ
る

の
て
、
勺
町
て
’u
．
中
怜

・
父
兄

・

全
町
民
が

一
九
と
な
っ
て
、
%
悠
肥

川
慨
を
的
昨
慨
に
行
・
っ
と
と
J
U

に
問
題
解

決
の
ト刀
山
泌
を
早
急
に
必
じ
・
り
れ
た
い
の

陳
情
の

「新
川
む
つ
み
凶
の

m築

に
つ
い
て
」
は
、
糊
立
安
LTI
と
必
め
、

保
択
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
‘

川
し
く
川
際
的
の
、
川
家
機
所
法
の

制
定
反
対
に
つ
い
て
」
は
、
小
川
休
択

に
す
べ
さ
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

川
し
〈
倣
仙
の

、日
引
弘
行
：
け
に
つ

刊
焔
叩
似
に
似
h

め
ら
れ
た
い

－州
制

2
M川
、町
辺
新
凡
叫
な
・
り
び
に

山川小・，
M
火
山
の
ぷ
抗
に
つ
い
て
及
び

町
迅
針
谷
線
の
消
．中，
M
火
山
仇
の
山
仙
川

γ
つ
い
て
佐
ひ
に
陳
情
の
‘制
川
・

下
内
小
川
線
の
消
4
1
装
似
の
凡
川
市
に
つ

い
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
刷
。
左
中
l
と

J
め
、
い
外
択
に
す
へ
与
し
の
と
決
し

ま
し
た

般
質
問
の
中
か
ら

日
月
定
例
会
で
は
、

員
か
ら
お
件
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

6
人
の
謙

そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

白
年
度
に
供
用
開
始

質

問

攻
ト
札
、
山

・
路
町
線
の

ι

制
未
改
良
区
間
が
片
側
泊
行

の
た
め
、
通
勤
や
通
学
時
間
常
に
コ

交
泊
以
却
を
き
た
し
て
い
ま
す

ま
た
、
役
場
が

4
Hけ
か
・
り
新
山
町
小
H

に
H
W
K
す
る
と
、
渋
ぷ
に
－

W
州
中

を
か
け
る
こ
と
に
な
る
む
の
と
「
恕

さ
れ
、

H

飢
帆
ト
ボ
改
良
．収
川
の
H
十
則
t
h
M

L
－山
川
成
を
け
ち
叫
し
ん
て
い

t
寸
，

そ
の
引人川
相
川
向
を
お
聞
か
せ
軌
い

f
L
 

答

弁

1
1
1
t
J
I
A
E
 

uu
．
れ
関
税
dv
h

E判

A
d

A
M川
1
5
3
，
余
り

の
改

良
川
比
近
に
つ
い
て
は
、
附
初
開
年
度

－
K

m即

日
h

－

a
整

U
M

交体耳飲国るれた再
可ガ良泊

以企

に
同
の
い
外
択
を
受
け
、
山
吋
ム
口
、
川
地

災
以
b
－
市
一
灼
る
と
と
し
に
、
川
鉄
と

グ

h
H
．
体
交
r
l
m
に
つ
い
て
争
以
以
迅

叩u
m
u
M
L
－J
l川内
m
y
A
ふ
し
て

い
る
l
y
－

－7
り
て
、

mM刊
川
川
可
位
打
1
々
に
実
池

山

A
h
b
此
山
し
た
い
と
与
え
て
い

み

Z

’Fそ

L
F
．

m相
川
内
，
凡
小
に
大
中
ー

の
川
地
口
引
と
物
州
川
H
W
わ
ん
一
終
f
し、

f
i

t

｝

．
｝
｜

、・・
h

d
・可
－

一九
句
〆
2
カ

q
，
わ
り
－
V
川

之
江
川
ん
完
成
『
ぜ
・

J

川
q
刊
は
に
は

州肌
川
を
開
始
i
p
く
い
れ
人
以
の
切
り

そ
し
て

い
る
と
ニ
ろ
ご
l

い
て
」
は
、
必
般
の
状
況
を
削
後

L
．

縦
続
得
合
に

1
べ
さ
も
の
と
決
し
ま

し
た環

境

厚

生

委

員

会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
そ

れ
原
案
の
と
必
リ
吋
決
す
べ
さ
も
の

と
決
し
ま
し
た

な
わ
打
、
寝
食
の
過
刊
れ
で
次
の
守勢叫
h

立
礼
か
あ
リ
正
し
た

－

保
山
口
析
の
効
中
的
巡
則
を
凶
る

た
め
、
・
制
%
・
路
休
等
の
代
H

作
曲

K
M

の
適
正
な
人
H
H
配
直
に
鯵
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
川
凶
行
所
内
の
股
併
に
よ

る
職
務
分
初
に
と
ら
わ
れ
る
ニ
と
な

く、

相
げ
は
扶
助
の
仏
神
を
む
う
て
似

合
併
の
選
父

・
院
一
日
剛
刊
の
向
卜
に

uh
め

3

・L
・・、

．
0

・4
4

’’h
L

E

u刊
民
検
み
の
実
胞
に
あ
た
り
、

w恨
の
連
絡
を
訟
に
す
る
た
め
に
．
町

当
局
、
的
病
院
H

は
ひ
医
師
会
乃
J
4
行

に
よ
る
協
議
会
等
を
設
置
し
、
効
本

的
な
住
民
検
珍
に
努
め
ら
れ
た
い

3

都
市
計
両
道
路
泊

・
能
町
線
の

中
町
交
世
以
内
…
で
ほ
依
触
拍
手
の
交
通
が
仙川

か
多
発
し
て
お
リ
、
ド
h
Hザ
慌
の
ぷ
流

に
向
け
て
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る

な
ど
、
川
十
Ha心に
下
放
防
J
H

の
持
後
日
取

泊
病
院
の
経
営
方
針

経
営
健
全
化
計
画
歩
指
針
に

町
長
は
、
泊
病
院
の
粍
日
目

健
全
化
の
た
め
に
、
総
人
口
病

院
化
や
体
質
位
浮
に
，
切
断
を
’
U

7

て

取
リ
組
ん
で
お
・
り
れ
る
こ
と
に
付
し
、

いけ川
〈
山
川
価
し
て
い
ま
す

し
か
し
．
山
術
院
の
悦
位
以
U
山
は

必
j
し
ら
川
町
恥
し
て
い
る
と
は
．
日
え

r、
川
駅
仏

Arrか
mえ
て
い
ま
ナ

地
法
h

札
川
代
に
’
h
M
刊
さ
H
H

る
術
院
て

れ
れ
ば
多
少

の
み
千
は
や
む
今
仰
な

い
し
忠
：
わ
り
・
り
れ
る
の
か
、
そ
れ

し
む
．
人
F
性向
L
F
U
H
h
バ刊
の
健
ん
t
化

γ

以
内
h
り
i
て
い

か
札
る
の
か

答

弁

山
病
院
に

つ
い
ご
は
．
弘

一－
H
リ
〈
よ
，
沌
rz
寸人ドペ

ト
トj

JZ
何

n
・s・－

h

・．“，
t
’’
t

，3

－

e

u帆
さ
れ
る
術
院
と
し
て
党
民
さ
せ

る
た
め
．
院
内
体
日
の
改

auを
工巾
山…

と
す
る
は
か
欣
僚
出
阿
波
の
ザ
倫
充
実
、

み
僚
刊
の
新
品
花
ひ
組
織
機
慌
の
改

止
な
ど
を
仏
傾
的
に
U

川
一
め
て
き
た
と

．
－
ろ
で
す

八
1

筏
は
、
術
院
計
一
円
帥
陀
ん
し
化
ι川
向

そ
uw悦
刊
訂
，M
の
以
上
小
的
な
桁
針
と
し

て
、
“
m
芯
取
リ
引
’九で

い
き
た
い
と

行
え
て
い
ま

r

質
問

保

宵

料

創
作
皮
は
抑
制
に
努
力

質

問

川
J
M附
肋
ιふ
れ
M

な工

削

A
L
、
そ
乃・

η
ハ
れ
仰
を

－
議
会
だ
よ
り

＠

可
決
さ
れ
た
も
の

昭
和
印
年
度
補
正
予
算

－
州
日
町

－
般
会
計
補
正

F
算

（お

6
ド
h
J

・
州
日
町
川
氏
他
山肌
保
険
特
別
会
J

凶附・比
ιl杭

（第

3
サ
｝

－
帆
川
町
川
民
地
山
峨
似
険

A
P

ゆ
副
館
地
設

桃
川
A
J
娘
一
昨
特
別
会
計
補
正，

r第

二
約
l
H
V）

－
初
日
町
凶
民
健
康
保
険
診
療
地
設

山
崎
八
時
療
所
特
別
会
計
補
正
子
算

（第
l
u
z

－
朝
日
町
川
民
地
以
似
険
珍
療
地
凡
叫

川悦
4
P町
線
一
附
特
別
会
計
補
正
「
算
（
惜別

l
Hゲ
）

－
捌
川
町
川
氏
他
山峨
似
険
み
線
地
必

h
u
巾吋
h
A
P
NH
恥品川し寸川吋’
E
H
L
l
山川ドヶ

r吋i
T

l

由”
f
F
1
1
：”
1

1

1

、，，
F

M
I
d
R

・I
・’a

－
州
刊
日
町

m
u切水
地
特
別
会
川
補
正

f
n
m
3り

－
制
川
町
市
似
外
・
．
地
M
m
川
広
特
別

会
l
川山側
．比
ι
J
W
（第
l
サ
）

－
例
日
町
．
般
会
ト
川山側
．汁
・F
W仲
｛お

7
り

・
州

M
町
川
氏
他
山
峨
似
険
特
別
会
J

補
正

Jr鋭
（
第

4
号
）

－
制
川
町
同
氏
他
山
峨
保
険
み
療
総
A
d

け悦
A

小
川
療
所
特
別
会
計
補
正

F
符

（あ
2
号
）

・
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

チ
算
｛
第
4
号）

－
川
明
日
町
立
仙
梢
院
が
た
会
計
補
正

ιJ竹
持
（
第

2
号）

条

例

・
例
日
町
J
．小
川
十
校
教
山
川
内
川
境
予
備

事
ふ
ん
ぷ
条
例
制
正
の
什

－
制
け
町
九
州
．4
K
M会
愛
い
H
W，の
鰍

酬
品
川
び
仰
H

川
弁
償
十
え
給
条
例

一
部

改
正
の
外

－
制
U
町
役
場
絞
れ
条
例

一
郎
改
疋

の
件

・
判
川
町
の
職
以
の
給
与
に
閲
す
る

条
例

一
部
改
正
の
件

そ

の

他

・
新
酬
明
十
地
改
良
小ド

1
・d
州
を
定
め

，
。
付
け

・
町
迫
路
線
の

J
定
の
州
円

強
員
提
出
捜
索

－
A
W
H米
依
励
金
の
川叫
’U
W川怖
に
間

ー
ゐ
立
川
比
九

論

願
． 
隙

採
択
に
な
っ
た
も
の

・
似
行
刈
統
へ
H

に
け
・
J

泊
川
ハ
ス
の

利
川
に
つ
い
て

・
町
道
新
J
な
ら
ひ
に
山
小
・
，
品
火
山
の

唱、，
‘リ
1

・－J

、，．

川
町

JH
l
〆

L
1

－
町
道
針
谷
線
の
消
九
引
火
山
山M
T
向
に

っ
、J
、

・
衛
生
ぷ
例
改
線
け
の
印
刷
助
金
に
つ
い
て

・
判
H
－
ん
十
ル
市
川
け
糾
悼
の
中
山
中
1

引
火
山
の

J
出
に

つ
い
て

－
身
体
不
仁
川
行

M
M
ニソ
J

J
L

4
1
1
・

i
；

1

1

4

・
M
会
悩
社
川
川仰
の
治
州
民
肋
に
つ

、戸
、

・
析
川
む
つ
叩
印
刷
の
同
削
減
恥
に
つ
い
て

不
採
択
に
な
っ
た
も
の

－
川
家
出
岡山
町
法
的
制
正
ば
対
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

－

「H
什

H

代
行
Jf
f
に
つ
い
て

－
昭
和
例
年
2
月
号
＠づ

／
噌

l
q
u



地
ん
に
私
は
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
特
に
、
似
古
川
刈
の
児
市
川
前
代

に
つ
い
て
は
、
卵
白
中
川
は
に
川
分
の
日

か
ら
川
分
の
？
に
引
き
ト
け
・
り
れ
た

の
い
戸
、
引
年
同
は
に
は
．
き
・
り
に
刊
・
M
M

の
7
か
・
り
問
分
の

5
に
引
き
卜
け
・
り

れ
よ
・
7
と
し
て
い
ま
す

ニ
の
こ

E
に
よ
る
不
足
財
品
仰
を
ど

の
よ
・
ヲ
に
充
勺
さ
・
1
る
の
か

答

弁

保
育
所
の
運
営
に
要
す
る

経
費
は
年

々

m加
し
、

一
般

財
源
の
出
め
る
割
合
は
非
常
に
向
く

な

勺
て
い

ま

す

ま

た

、

児

戒

の

減

少
な
と
に
よ
り
、
削
除
行
所
の
逆
山
れ
は

非
常
に
厳
し
い
攻
以
て
す

同
時
納
肋
分
に
つ
い
て
は
、
ニ
術

協
柵
の
と
わ
り
リ
引
き
ト
げ
奈
か
検
J
き

れ
て
お
り
、
川
・県
の
似
品
川
池
絡
協
ふ

んμ
て
必
関
係
九
行
い
・
臥
μ
川
ふ
一
示
ね
て

い
る
と
ニ
ろ
て

1

川
司
帥
は
の
町
内
，

r
n編
成
に
あ
れ
／

巧
て
は
、
削
除
必
行
の
れ
H
M
刊
同
州
は
M
m
h
り

う
け
た
い
と
行
え
て
い
ま
す

中
町
か
ら
山
術
院
前
ま
で

の
郎
市
社
向
街
路
か
供
則
開

始
さ
れ
、
こ
れ
に
け
H

e

て
中
町
交
庄

市
…
て
の
交
通
令
政
か
多
党
し
、

μHゲ

出向
の

A
T仰
か
叫
h

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
．
い
っ
・

7
勺
化
以
前
き
れ
る
の
か

ま
れ
人

’h
り
出
向
、
以
前
ま
て
の
小
ド
此

肋
d
付
込
ふ
と
ー
す
る
の
か

答

弁

H
川

1

U
に
出

・
似
削
減

質
問

の

M
岬

喧

伯

噌

3

－

．。

t

官

縄と

向

’A
守
－

8
て
eF

笛

停

J

U
白

血巳

合

柑

祉

幽

槽

岨

温

’
’
町

H
憎
抽

自

帽

白

鴫

会

ゐ

仕

上
町

肉

自

制

帽
唱。

仙円借
更
生
資
金
の
利
則
を

判

H
町
村
会

M
M山崎
払刷
会
を
窓
口

と
し
て
．
バ
－－

A
に
お
同
リ
の
十
り
や
・
身

体
防

I
Vれ
を
吋
後
に
、
仏
mh叫
・
什
F
川

に
必
吹
な
お
H
余

ふ

れ

利

む

年

3
0
0
v

て
同
日
し
付
け
る
制
段
か
あ
リ
ま
す

品
川
側
二
つ
い
て
は
ゆ
、
民
生
を
は
え

は
社
会

M
M位
協
議
会
の
下
傍
同
（
m
∞

0
5
7
6
｝
に
問
い
ん
け
わ
せ
て
く

た
さ
い

歳
未
た
す
げ
あ
い
募
金

…

同
万
円
の
善
意
が
集
ま
る

…

昨
年
の
ロ
パ
に
以
問

L
た
仏
ぷ

た

一

定

の

袋

凸杯
全
に
は
、

昨
年
を

…

す
け
あ
い
辺
助
に
は
、
た
く
さ
ん
の
一
ト
川
ゐ

1
7
2
万
円
む
の

m
Aか
市
い

怖
さ
ん
の
以
か
い
ニ
即
．M
m
E
－
－
協
力
…
ヰ
ア
り
札
ま
し
た
心
か
・
り
わ
れ
礼
山
中
し

…

を

い

た

た

き

ま

し

た

一

卜

し

げ

ま

す

と

と

も

に

．

a全
に
ね
険
い

f
州
を
刷
い
ま
し
た
町
内
…

会
山
v

k
d
t
を
い
川
の
山
川
き
一

ん
に
ぷ

t
悠
刈
巾
し
上
…

す
ま
f

W
H
J
ん
か
・
り
冴
山
『
7
り

…

ハ
た
冷
川川
は、

川
の
比
一

ぷ
H
比
困
問
今
れ
や
ww
H
作品
鋲
’
れ
…

の
aA
山
ι択
を
加
え
て
、

悩
M
畑
地
、
M
－へ
γ
川
行
制
入
、

ik
矧
入
院
行
i
l
6
入、

約
℃
3
4
3
入
、
↓
川
5
一

4
3
人
の
行
に
い

umリ
・

い
七
し
ま
し
た

企開通した迫病院前～中旬

の
中
町
か
・
片
山
納
院
的
ま
て
の
供
川

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
か
、
そ
の
彼
．

中
町
人
え
ぷ
山
…を
小
心
に
・
父
泌
が
仙
川
か

多
党
し
て
お
り
‘
岳
山
ほ
し
て
い
る
レ

ニ
ろ

v
l’

火
泊
小ド
山
川
防
J
H
刈
日
以
の
．
同
て
ん

る

L
り
機
の
ぷ
前
に
つ
い
て
は
．
似

の
公
安
吾
川
会
の
怜
限
に
以
し
て
れ

リ、

削
刊
の
、
人
待
相
れ
肉
小V
引
を
泊
し
て

川
隙
山
川
合
担
ね
て
い
る
と
－

7
0
て
す

ま
た
、
交
通
令
般
の
．
吹
仰
は
、

時
停
止
か
長
年
の
判
的
か
ら
微
・
ぼ
さ

れ
て
い
な
い
た
め
て
、
繁
－

m－V
H
の
H

山

政
指
与
を
小
心
に
．
安
全
述
、
忠
世
叫

の
・日川似
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

消
雷
装
置
の
叡
置
は

7
路
線
に
設
院
予
定

質

問

山
中
1

災
前
の
凡
川
市
に
つ
い

て
は
、

作
地
．μか・

6

“円
一
叫
し
さ
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札
て
む
り
、
ふ
ん
ぷ
に
刈
し
で
も
心
願
・

川内
μ
川
か
滋
多
〈
川
丸
山
さ
れ
て
い
ま
す

附
仰
引
館
、
瓜
に
は
．
ニ
の
川
川川
1
1

狭

山
内
ぷ
市
に
つ
い
て
‘
ど
の
よ
う
に

恥

リ

組

ま

れ

る

の

か

ま

た

、

ぷ
山

附
れ
刊
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ

る
の
か

迅
路
の
消
勺
裟
山
ト仰
の
設
れ

に
つ
い
て
は
要
望
しか
多
く
．

事
業
の
実
総
に
あ
た
勺
て
は
道
路
消

勺
設
置
安
制
に
什
本
づ
き
、
地
下
水
の

崩
発
に
ト
分
配
意
し
な
が
ら
、
朝
日

町
新
総
A
H
J耐
の
ぷ
本
川
向
に
よ
リ、

川
川
年
凶
は
か
・
り
前
年
度
ま
て
に
日
路
線
－

M

－K約
7
、

0
0
0
γ
に
ぷ
山
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

な
わ
υ
．
引
年
度

の
実
胞
に
つ
い
て

は
、
川
山
岬
納
助
市
什
主
と
し
て
、

川
町

札
制
内
線
伐
と
．
新
川
院
小
ド
ー
と
し
て

山
病
院
前
か
・
片
山
崎
状
線
ま
て
を
「

主
し
て
い
ま
す

ま
た
．
町
中
山

V
1
4
は、

削
泊

7

尚
一
縦

・
妊

K
約
2

．8
0
0
γ
の
水
倣

．ー
を
Ff
え
て
む
り
ま
す

x 

弁施
鐙
使
用
料
の
統
一
を

鋭

意

検

討

中

削叫

h
．
町
A
M
M
叩
設
の
使
川

判
け
は
、
ぬ
立
に
よ
》
て
烈
な

，，
て
わυ
リ
．
地
J
の
内
れ
に
よ
勺
て
仙
m

k
を
t
M
い
て
わ
ね
ら
札
る
の
な
・
り
NhMm
で

＼
る
の
て
す
か
、
そ
の
l
守
つ
に
な
3

て

い
な
い
の
か
刈
状
レ
一
思
い

t
i
－
－

の
m打
、
ぬ
J
の
叫
刊
叫
刊

・
科
H

削川
む
合
的

質
問

l • -a t r・．
、、
』』

.兜量··~量.61§！受Aちゃんから

た
総
人
H
的
な
日
比
地
か
・
り
、
町
，
vu畑
ぷ

の
似
川
料
を

弘
山
し
、
統
．
的
な
州民

川
料
に
「
べ

5
て
は
な
い
か

答

弁

町
か
竹
内
し
て
い
る
加
制

セ
ン
タ
ー
．
名
人
悩

um
セ
ン

タ
ー
、

H
m
的刊
H
取
み
セ
ン
タ
ー
、
ル
ー
‘
ご

か
い
セ
ン
タ
ー
「
棚
山
府

専
の
似

祉
ぬ
ぷ
の
仏
間
別
料
は
‘
各
社
却
設
の
建

設
時
に
、
ぬ
設
の
日
的
及
び
降
筏
市

町
村
の
使
川
料
等
を
参
々
に
定
め
た

も
の
で
、
ご
街
嫡
の
よ
う
に
不
備
な

山
…
も
あ
り
、
現
代
、
検

A
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す

宅
地
分
債
の
価
格
経
滅
を

整
地
費
等
を
町
で
負
担

人
目
減
少
の
向
け
め
い
の
の

．

q
と
し
て
、
附
如
刊
剖
自吋
か

ら
い
凶
間
的
に
山
心
地
分
自
ほ
を
し
て
わ
0

・り

札、

A
F

A
会

の
納
汁
，

r
nに
ら

小

桜
町
川
地
」
の
主
地
込
成
作H
か

J
卜

し
て
あ
リ
ま
す

し
か
し
、

一
人
て
ら
多
く
の
行
々

に－
M
印
し
て
い
た
だ
く
に
は
．
少
し

で
も
安
い

上
地
を
提
供
す
る
な
ど
．

什
川
氏
れ
卯
を
粁
滅
す
る
心
安
か
あ
る

と
忠
・
フ
カ

答

弁

中
路
町
同
地
に
つ
い
て
は
、

川町
の
住
宅
供
給
公
社
で
造
成

す
る
こ
と
に
な
っ
て
打
リ
‘
削
叫
ト
仏
、

地
ル
刊
行
の
打
々
と
の
光
買
契
約
’
u
u柿

ね
し
、
引
年

7
川
の
分
。
d
を
日
桁
し

て
仁
引
か
進
め
・
り
れ
る
・
』
と
に
な
フ

て
い
ま
す

町
と
し
て
は
、

質
問

分
白州
仙
怖
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少
し

募金等の収入内訳

－ ~＇l （愛の災）~~ 金
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1,053.000111 

42.545111 
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／
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凋
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寸

－
纏
会
だ
よ
り
＠

て
も
安
く
す
る
た
め

に
、
格
地
や
排

水
上
下
段
ひ
辺
町
仁
が
な
ど
に
必
．
波

な
叫
例
代
と
し
て
、
制
作
川
を

3
か
年
て

約

l
、
5
6
0
M
川
校
資
し
た
い
と
yJ

・え
2

町
、
い
会
占
寸
ヲ

審

magの
略
問
内
容

第

ー
に
は
教
育
面

A
y
則
定
例
会
に
提
案
さ
れ

た
「
朝
日
町
江
小
午
校
教
育

環
涜
守
備
篠
議
会
L

に
は
．

Lvi
町

の
長
年
の
懸
楽
で
あ
る
小
学
校
の
統

合
問
題
そ
小
心
介
し
た
内
作
を
山
山
関

さ
れ
る
の
か
そ
れ
と
ら
‘

数

行
九i

舵
か
抱
え
て

い
る
問
泌
点
を
必
関
さ

れ
る
の
か

ま
た
、
術
品
会
か
・
り
の
父
い
山
中
川
削

は
い
つ
・
－
ろ
の

F
忘
か

答

弁

小
川
「
校
の
統
九
い
問
旭
は
‘

9
け
ぷ
九
五
で
の
．

叫
取
れ
川
え

ひ
総
務
教
行
会

H
K鰍
行
に
あ
り
土

し
た

d
m和
臼
年
の
得
泌
会
の
を
い
以

の
外
に
‘
教
白
川
行
政
に
創
刊
泊
し
た
万

々
を
追
加
す
る
な
ど
併
倹
バ
す
べ

5

で
あ
る
」
と
い
・7
指
摘
に
ルa

づ
い
て
、

A
F
刷
、
得
議
会
を
条
例
化
し
て
従
来

い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
必
間
内
（
一
介
は
．
第

l
に
教

行
刷
、
あ

2
に
地
版
社
会
刷
、
第

3

に
財
政
耐
の

3
山
…
を
市
．山
…に
火
山
間
し

た
い
と
yJ
え
て

い
ま
す

ま
た
．

M
什
山叩
の
時
期
は
、

J
V
仙
の

刊
．h
m
L
L
‘
仙
1
引
を
泌

γ
る
の
で
、
少

な
く
て
む
i
年
以
上
は
か
か
る
の
て

は
な
い
か
と
行
え
て
い

t
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民生受賞さん
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配分（見舞）内訳
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生活I付if.Ji州市（80人） 326.000111 
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4組扶何.l人 ll2人 60.000PI 
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0 ~1111 ロータリーフラ 1さんから

100. (JOO!' I 
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その外はほぼ安定的な価格で推移しました．

350-380 

ン

468～480 

。。
A
w
d
 

l
 

～
 

。。
凋
怜ー

198-218 

220～248 

70～148 

125-268 

175～178 

750～788 

318-330 

1,400～1,460 

｜勾

，，，，肉 ・むも］｛）（）g)

豚
｛中内 ・もも l以）！（ ）

ーガリ
(I iii) 

’マ

150～200 

170～300 

よ

、＂／

。ll
き’

そ

食月j j曲

（サラ ダ油・1.8~ピン入’））

ill! 

舟
p 

AMMF 
J
 

ガソ リン
（無鉛レギラー・le f鈴子tリ）

ス

(Mサイ ズIOI洲）

ま iJ
l It .iill品 lkg) 

il L、 L
¥ f干i凶品 lkg) 

ヤ p、ぇ

（普通，r;,I l、g)

( ・ffilfl品 lkg) 

ょフ
( 1.8 fピン人）

(.jf.・袋 lkg) 

（佐 ・360mf)

（配達 ・18fl 

"M! 

(j" 

人

み
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し

－
松
本
京
子
、
白
川
哲
哉
、

・
笹
川
地
区

守
出
正
広

…
泊
一
区

大
谷
稿
校
、
問
中
み
か

f
、

う
が
い
の
す
す
め

…
締
淳

一
映
、
駒
山
勲
、
八
木
正
則

今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
一

泊
二
区

阿
部
行
夫
、
中
島
里
美
、

ン
ザ
が
す
て
に
大
流
行
し

一
ヂ
崎
勇
、
水
－
M
光
弥
、
大
窪
怜
司
、

て
い
ま
す
。

か
ぜ
や
イ
ン
．
水
品
義
友
、
久
我
口
幸
チ
、
横
町出
H

フ
ル
エ
ン
ザ
の
ウ
ィ
ル
ス
一
子
・
守
旧
ハ
川
芙
チ
、
岡
沢
和
夫
、
伊

は
、
の
ど
の
粘
膜
の
中
に
二
勝
治
、
ド
ヴ
崎
徳
子
、
魚
住
智
子
、
回

入
り
込
ん
で
繁
納
し
、
体
一
小
仰

f
、
大
村
昭
子
、
大
村
正
治
、

の
小
に
い
は
入
し
て
い
♂
ま
…
折
谷
花
子
、
畑
瀬
年
明
、
ド
沢
久
山
、

す
。

一
竹
内
秀
字
、
加
必
邦
男
、
米
川
幸
美
、

し
た
が
っ
て
、
正
し
く
…
米
削
挙
総
、
＋
ヴ
崎
£
晴
夫
、
米
問
健
次、

う
が
い
を
す
れ
ば
、
か
ぜ
一
般
川
絞
附
、
役
川
徳
犬
、
岡
本
仁

一
、

を
引
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
れ
／
、
…

泊
三
区

谷
口
健

省、

令
市
制
ぷ
し
心
、

む
し
引
い
て
も
斡
い
疲
状
で
治
っ
て

い
片
刷
和
茂
、
今
村
山
勝
、
平
野
治
彦
、

し
ま
う
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
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れ
取
光
、
成
山
群
子
、
車
問
品
川
美
、

正
し
い
、
つ
が
い
の
し
か
た

υ

鈎
池
美
鈴
、
訂
作
日
明
美
、
山
本
修
、

う
が
い
を
す
る
と
き
は
、
で
き
る
…
山
村
ま
す
み
、
岩
田
降
、
則
一
…
．以
菊
光
、

た
け
の
ど
の
奥
の
万
ま
で
消
潔
に
す
一
以
来
徹
、
半
崎
良
掛
靴
、
宇
崎
加
代
子
、

る
よ
、

7
Eト
ょ
し
た
い
も
の
で
す
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…
問
中
修
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水
野
治
－

一、
総
出
向
刊
雄
、

ま
す
、
胸
を
は
り
、
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を
後
ド
引
一
千
軒
弘

f
、
柳
滞
し
お
り

い
て
、

で
き
る
だ
け
息
を
深
く
帆
い

…
五
箇
圧
地
区

一
次
川
治
、
追
分
以
閉山、

込
ん
で
か
ら
、
通
H
M
の
冷
水
を
け
に
一
一
点
以
安
心
、
迫
分
則

f
、
追
分
山
夫

人
札
、
少
し
ず
つ
息
を
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さ
な
が
ら

一
f
、
上
川
ヂ
光
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水
口
宇
裕
、
水

υ

う
が
い
を
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伐
っ
て
い
る
息
を
ト
一
公
初
来
、
ぷ
井
お
降
、
統
繁
巾
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、

k
H

分
吐
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出
す
ま
で
行
い
ま
す
。

…
礼
同
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山
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山
弁

こ
の
ヲ
が
い
を
、
制
の
汎
制
時
、
…
附
…

f
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山
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州
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山
る
H

削
と
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内
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、

－
H
に
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て
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。
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治
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一
郎
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岩
井
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村
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崎
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か
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や
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に
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を
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九
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食
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…
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一
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治
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一
．
中
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日
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美
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郎
安
刷
、
川
U

…

一
的
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先

f
、
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名
一
何
一
川
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、
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水
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て

一
大
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水
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冷
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．
山
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．
．
 

止
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f
、
花
井
附
蔵
、
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け
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川
夫
、
由
件
則

f
、
問
問
義
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…
水
川
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子
、
山
崎
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、
小
川
下
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、

…
水
野
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以
ト
1
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人
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う
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協
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水
仏
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介
、
水
品
初
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水
山
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宮
崎
地
区
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山
h
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火
、
竹
谷
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－
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lま.I’｜常業析の人たちなど（第 I~；·被保険 ri )

！.！.けの制度として伐リます

付加年金

Him年令lふ II富山 400f'lの付加保険料を納

めたJtllr>:Jについて． 1 } lあたり 200JllでA・J?:
した傾を.t紛年金に川ln:する市l!J!tです

JJI. l fてすま．ぷでむ川l入でさることにな勺て

いますが．新制J!Iでは l’i営 t;Jすなど（第 lサ

被保険fi)だけのaJIJl_!tーとなり ．今まで納めて

いたサラリーマンのI処さんなどは納めるニと

カ・て主なくなリます

な.t:;， これまて・納めていた人に＇ j.. 納めた

Jl分に応じたJtll!ill分について事将4との ），＼；従年

金に1mn：されます

寡婦年金

"tf,fllt}f手＇.＇V.Iよ．ι紛年＂.°＂（！： を受けるYffoをlr:t1た

したんが死亡したとさに大にJ人主主されていて．

10 rr以 上時捌1~1 1系のあソた 主に60i.＼..から65ぬ

まて .. Ui；さJLるltllln'.てす

年令官れは.Jよt(t A:の吃けられるはすの巴偽~）

if・＇.＇t.納の古てすか、改 11ーされると？にヘ.I）主

す

死亡一時金

あ lIJ・彼保険れとして似険料を 3年以卜納

めた人が年イJi:を’iけることなく死亡し.juli矢

かJilhXif.イFを受けないときに文給されま「

事（l(j.次のとおリです

五f(t

100.0〔）υjlJ 

126. 500JI I 

160.00WJ 

200.00Q!ll 

白磁越白白⑭鎗錨

イt.年保険料を納めたJtlllBl

3年以 l-.<::5i！二木ii!!.i
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時町柔道スホーツ少年間

12Jll6EI （月）から21日（土）

までの 5日間にわたり ．町民総合

体育館てヘ約50人の受講生め参加l

を得て，初日町6硬式テニス教室を

閣議しました。

指導講師（朝日町テニス協会只）

の級切 ・丁寧な指持により，最初

はラケッ トにボールが当たらない

で 「アレ J 「キャ ツJ と戸l玄かり

の受講生も[Iiiを豆ねるごとに上達

し．段終 Hには 2人ずつ分れてダ

ブルスの試合ができるまでになり

ました。

また. •I＇級クラスで｛ふ時には

講師の先生が繍れないよ うなすば

らしいスマ γ シュを打つほどに上

達した受議生もいました。

わずか 5日間という短い期間で

したが．受議生が目に見えて上達

した笑のある教室でした。

辺スポーツ少年間以が約 150人参

加し. flごろ鍛えた技に熱戦を民

間しました 成績 （朝日町関係）

団体戦

3 flt: 

個人戦

小学 1年

小学 2年
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スポーツ大会成績

第l回協会長杯朝日町
ビーチバレーポール選手権大会

硬式テニス教室を開講

山凹光仁；

下位！康降

鈴木康之

上限（:.b 
岡本似也

中仏粕一

l （企：

3 (lt: 

3 (..1: 

l位

3{立

3 （占：

小学3年

小学 5年

が出席し． 、T崎町長から「if1~~kが届

かないと新年が米ません。町民が待ち

に待っている年1~状を安全にそして健

夫に／rfiltてください」と 激励されたあ

と．配達の第 l号 として．町長に分厚

い年賀状の求カ苦手減されました。

V本当にうまく怠りました

ム

第1回
朝日町卓球選手権大会

男子シングルス

①尉j皮宏樹 （泊三｜ズ）

②鍋島俊雄 （ II ) 

女子シングルス

①上t:i ~.f （ 泊－ID

②総計必：イ.( i白二f.i()

男子ダブルス

①浜川組光 .！反 EH~長信組

②久保ffiiM-・久保悶高級組

女子ダブルス

①Ii..聖f.'t: r · 小林 •H；.紀総

②水品良 r・向1'¥'1Lt~.加＊ll

［＞男子の部

(Aクラス）

①山崎日 VBクラブ

②スーハースターズ

( Bクラス）

①大2支店Bチ

②月山同友会

tCクラス）

①いいちこ

②山崎BVBクラブ

［＞女子の部

(Aクラス）

①中町

② 日点目I

( Bクラス）

①大家I主スマイル

②道ドビーチクラブ

( cクラス）

①金山球友会

②スマイルビーチ

(0クラス）

①スマイル

②朝日ファイター ズ

水政機のか仲
悼のg

 

a
U
吹

ぎ

猛企

もに 2Jドのホースで一斉放水し，朝日

町消防i団長め心意気を-;f；しました。

また， 9時すぎから朝日町中央農協

会館前で分子lj行進し消防本音l¥1lliに反

り，無火災及び優良団uの表彰を1i~ 、

ました。表彰された ｝j々 は次のとおり

です。

5かif-

2か年

九里幹夫（1分団Iffbt）.小川綾盛（2 

分間団只）．藤田 隆（2分問団長）川上

実 （3分間班長），入江久 （4分間成

長），折谷正宏、 （5分間班長）、 水島和正

( 6分団団員）

常石鎖臣（l分間団員），森 木 舞（2 

分間団只），柏木八七男 （3分団団Hl.
藤田 弘 （4分団団只）．新田英雄 （4 

分団凶只）．窪野英雄 （5分問団長）． 佐

田之失 （6分問団員）

m3 分［·~

第 6分HI

西国鉄夫 （3分間分団長）

消防団長表彰

消防団長功労章

6か年．

3かif.
lか王手

消防長功労章

無火災表彰

第 2分団

第 l分間

第 5分間

4月4日
芸二7；：込￥ーに地域発展賞

<lJI El町ピーチノ〈レーポール協会は．

新川総i斉倶楽部 {J(i.ilt市）から新川地

域発展1't奨励賞を技与されました。

この1'tl立．新川地域の党展に以献し

た同体や偶人に矧られるものて・. 'i'J1日

邸Iビーチノ〈レ

ーポール協会

I .i朝日町で誕

生したビーチ

バレ ーポール

の全IEI的な普

及促進のJ)J紙

が，;2.められた

ものです。

q月6日
消防団出初め式

この日午前 8 時に消~}JI-~Hなど関係

者約 280人が消防本部前に~·合。 服装

や機械の点検をした後， i1'f;f(川など 3

か所で一斉旅水を行いました。

このあと，昨年のlIRに開通したば

かリの都市計岡街路の中町～i(J病院前

で保政水を行し、ました。

備なぐり の紙吹・J；の中．下借ーや；に

足袋委でな場した第 4 分I·月間 t~ （入江

久. 1毛J字文人． 笹原~；＇11((. T.~長’jミ ． 、子

IIlllJJ~ ） 5人lよ，・hましいリトItf：； とと

12月27日
一人ぐらし：老人宅に警報器

... 
E式イ
しン
てタ

4ゐ ｜
るホ
7.J<ン
.を
さ
ん

l!ffでr.t..Jiーの場合の緊急j：凶器のた

めにと． 4 人必らし！；人’七にインター

ホンと火災終報~ii を取リ Hけま した。

隣家と，；，r;しができるインタ一小ン｛ム

取の水品実さん’七をはじめ 3}iに．火

災~鰍 ~／：： IJ.., i(I の）＇，·桝 ｛~ さん℃をはじ

め 4戸に，没遣されました。こtLて二イ

ン ター ホンは24F；に．火災繁報~；；： rま94

} iにぷ；nされたことになります。

JC I iーの午前811年20分すき’からi(I銅：！従

んjで，年IH司；i挺配達II'.発式が行われま

した。II¥発式にl;t..i~I 銅II記In）の令職H

企キャンドルサービスの怠か

厳か！こ行われた成人式

オ月q日
年賀郵便出発式

｜舎回の同紙｜

成人式を挙行

1 } J I 5 LI hiii l 0時から 'I• 央股協

会館で第381[1］朝日目f成人式が~rわ

れました

式典では． キャ ンドルサービス

による ）j；厳な雰IHI~（のさよか． 午山ゐ

町kから「本iiの成人式を契機に．

人・人としてのよ号りと汽ff:を！＇f'Q；し．

社会の発j廷に寄与ーされるよう祈念

します」と l~IJ ましのあいさつがあ

り．ニilにこたえ成人r.・を代ぶし

て卜削；j·：自~）j；きんから 「夜、たちは．

nらの｛ifr:のもとに．社会人とし

ての舵手IJと筏務を来た していきま

すJ と力強〈汚いの言集があり ．

式を終えました。

V式のあとに行われだ戸トラクション

新)112市1郡少年柔道大会

12月15日．朝日町民総合体育館

で第 5刷新川 2iii 1 m；少年柔道線

成大会が開IU'：され．新川地区の柔
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」
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本
新
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社

十
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代
の
行
政
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ら
日
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の
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下
・

医

療
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仏
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の
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朝日町囲碁同好会
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像

に
迫
る
。

二

般
書
）

い
ち
ば
ん
太
必
F

卜

｝

件

以

尚

L
H
A
桃
山
地
名
大
前
典
的
川
品
川
山

人
を
感
動
さ
せ
る
贈
る

J
集

現
代
文
学
紛
修
会

川
柳
て
ん
て
ん
氷
川

以

川

辺

m
f

ブ
フ
ノ
ク

・
ポ

ノ
ク
ス

剛
川
印
刷
ね

似
た
ま

5
の
持
続
の
役
健
法似

た
ま
さ

れ

u
fに
タ
小

中

心

作

ボ
ケ
人
間
に
な
ら
な
い
本

大
出
川
川
W

M
川
川
法

f

｛

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

・
ス

日
本
紘
一
必
出
版
協
会

冬

小

川

「

航

大
久
川
州
立

「
老
い
方
の
上
手
な
人

下
手
な
人
」

他
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人
小
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時
代
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影
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づ
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生
き
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。
人
生
の
サ
イ
ズ
が
変
わ

っ
た
の
で
す
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人
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初
年
、
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f
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年
、
嫁
姑
初
年
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時
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で
す

左
い
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千
’
小
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h
弓，、

卜
千
の
終

決
を
相
介

し
ま
す
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の f
ち

ト
l
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1
）

欽
辺
見
凧
時
記

民
間
＠
体
機

す
ぐ
で
き
る
お
か
す

評
判
め
よ
い
お
か
ず

凶
ドh
d～
』

乞
い
H
の
上
手
な
人

．ト
F
な
人
骨

朝日町には，従米からたくさんの問

符愛9f者がおられ．それぞれのグルー

プで楽しんでいましたが．一昨年の10

Hに朝日町の町制地行30周年を記念し

て NH K 同J~教引がl；日m：されてから ．

「当町にもぜひ同』平クラブを」との要望

が強くなり．ノトM10数年ぶりに梢朝日

町pijJ~I司好会”を復il；する ζ とになり

ました。

そして． 会長には午崎町長， 斡・Ja~

には総rn~~ ，＇；さ ん（・1－：柳宮83=1501)

にお層心、し． 1 Jj 5 II ( H）に第 II口l

初！日町新おv~m大会をMhtセンターで

凶Hi：し ました。 '1j If Ii. 激しい日欠1・の

"I＇町 内全地｜べからたくさんの）j々 が

~まリ. fll~~あいJ）~ 、ながら熱•ii＼＇.を繰

り1.L:lfました。

(l~J~l·i]!zf会としては． ノrit:.年 21111

の大会やマ：門会のi:fllil二件会1iJj-の’；；；・I没

など多彩な if; !fi力 を l~I日j したいと忠って

います 符さんの参｝Jllをお刷L、します

日
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集
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社

松
本
的
必

岸

本

「

れ
ん
げ
鶴
書
会

日

時

2
月
比
日
（
水
）

子
後
l
t
f
初
分
1

か
川
社
セ

ン
タ
ー
茶
道
索

、錦

繍

山

本

鮒

会

場
テ
キ
ス
ト

鎗

の
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:Z4 

留
Z
バ
円
日

（
水

）

午
前
川
時

i

会

場

悩
祉
セ
ン
タ
ー
広
間

絵
向
凶

（
え
る
）
の
会
は
、
子
づ
く

リ
絵
本
の
サ
ー
ク
ル
で
す
今
、
会

いれ
を
募
集
し
て
い
ま
す
一
緒
に
附

凶作
て
た
だ

a

附
の
絵
本
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か

参
加
を
お
引
さ
れ
る
打
は
、

航
に
知
・り
せ
て
く
だ
さ
い
。

日

時

－
昭
和
例
年
2
月
号

＠

凶
， ，~ 

V
勺
同
に
住
む
人
に
と
っ
て
寸
は
中

前
の
大
敵
久
．
、
に
な
れ
ば
、
交
通
マ

ヒ
や
勺
ド
ろ
し
、
昨
m
・
中
司
な
ど
に
氏
し

め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

勺
は
邪
聡
な
も

の
と
い
う
立
地
叫
が
強

い
。

V
し
か
し
、

松
近
こ
う
し
た
勺

を
逆
子

に
取
っ
て
利
用
し
‘
成
功
し
て

い
る
村
が
あ
る
。
人

H
6千
人
余
り

の
小
さ
な
村
だ
か
ら
で
き
た
と
い
う

立
見
も
あ
る
が
、
そ
の
姿
勢
は
日
丸
山
門

い
た
い
。

V
そ
の
村
は
、

ぃ
米
北
地
む

さ

つ
て
の
袋
寸
地
、
山
形
県
、

例
日

村
で、

勺

凶
で
は
欠
か
せ
な
い

J
司

卜
ろ
し
作
主
ψ

を
観
光
の

U
－h
に
し

た
も
の
で
、
名
付
け
て
よ
，
．ト
ろ
し

体
験
ツ
ア

l
v
勺
に
約
れ
る
た
め

の

J
，
ト
少
行
訓
練
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
ス
コ

ノ
プ
や
ス
ノ

i
ダ

ン
プ

の
使
い
方
を
教
え
た
後
、
同
村
に
あ

る
県
の
文
化
財
や
わ
ら
ぶ
き
Mm恨
の

勺
会
ド
ろ
し
て
も
ら
う

t
か
。

V
と

こ
ろ
で
、
市
山
県
も

J
，
対
策
条
例
。

を
策
定
し
、

「
勺
に
悠
い
い
き
い
き

市
山
」
を
日
桁
し
て
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
M別

H
町
で
も
そ
ろ
そ
ろ
、

J
，
を
の
け

も
の
に
す
る
感
覚
H

か
ら

J
，
を
利

用
す
る
妥
飢
w
u
に
改
め
て
い
き
た
い

も
の
で
す
ね
。

V
－
仏
鍬
あ
さ
ひ

2
川

号
を
わ
ね
届
け
し
ま
す
。

世帝数 5.062 （一 3)計18.655 ( 0) 女 9.866(-8) 〔1月 1日現在の人口〕男 8.789 ( + 8) 


